
 

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
ヶ

月
、
自
衛
隊
を
は
じ
め
全
国
か

ら
応
援
の
各
県
警
の
皆
様
、
ご

家
族
の
捜
索
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
行
方
不
明
者
の
数
が
約
六

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

行
政
区
ご
と
の
死
者
行
方

不
明
者
数
は
表
１
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
参
考
ま
で
に
昭

和
八
年
、
明
治
二
十
九
年
の
三

陸
大
津
波
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
も
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
に
家
屋
被
害
は
表
２
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
昭
和
八

年
と
明
治
二
十
九
年
の
三
陸

大
津
波
の
家
屋
被
害
に
つ
い

て
も
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。 

 

『
歌
津
地
区
の 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
情
報
』 

〈
電 

気
〉 

ま
も
な
く
（
来
週
は
じ
め
）
通

電
予
定 

〈
水 

道
〉 

西
光
寺
前
水
源
地
に
て
揚
水

試
験
を
実
施
済
。
次
に
水
質
試

験
を
行
い
、
随
時
補
修
工
事
完

了
区
域
か
ら
通
水
予
定
。
全
域

通
水
に
つ
い
て
は
見
通
し
立

た
ず
。
上
沢
地
区
水
道
は
通
常

通
り
稼
働
中
。 

 

〈
道 

路
〉 

国
道
45
号
線
歌
津
地
区
内
は

通
行
可
能
（
市
内
地
経
由
）
。

小
泉
大
橋
は
通
行
不
可
、
迂
回

路
あ
り
。
県
道
泊
崎
半
島
線
は
、

稲
渕
長
須
賀
荘
前
通
行
不
能
。

長
須
賀
海
水
浴
場
沿
い
も
通

行
不
能
。
町
道
大
沼
線
を
利
用

し
馬
場
・
泊
方
面
へ
。 

〈
ガ 

ス
〉 

業
者
に
よ
っ
て
潤
沢
に
供
給

可
能 

 

『
南
三
陸
町
商
店
会 

連
合
会
よ
り
』 

 

三
月
よ
り
販
売
の
二
割
増

共
通
商
品
券
は
８３
％
の
割
合

で
換
金
可
能
で
す
。
四
月
十
一

日
か
ら
津
山
支
所
仮
事
務
所

で
換
金
可
能
。 

      
【
産
業
団
体
情
報
】 

「
JA
南
三
陸
歌
津
支
店
」 

・ 

仮
事
務
所
を
元
歌
津
町

給
食
セ
ン
タ
ー
に
設
置
。

な
お
、
五
月
頃
に
は
平
成

の
森
に
仮
設
事
務
所
を

設
置
す
る
予
定
。 

・ 

今
年
の
水
稲
苗
の
注
文

に
つ
ぃ
て
は
、
３
千
箱
位

歌
津
育
苗
セ
ン
タ
ー
で

育
苗
予
定
で
す
。
希
望
者

は
仮
設
事
務
所
に
て
ご

相
談
下
さ
い
。 

・ 

金
融
関
係
に
つ
い
て
は
、

１０
万
円
ま
で
払
出
し
可

能 

・ 

建
物
被
害
調
査
受
付
を

し
て
い
ま
す
。
り
災
証
明

書
は
不
要
。
印
鑑
を
持
参

下
さ
い
。 

 

「
JF
漁
業
協
同
組
合 

歌
津
支
店
」 

・ 

現
在
名
足
出
張
所
に
て

窓
口
業
務
を
取
扱
っ
て

い
ま
す
。 

・ 

船
舶
保
険
の
説
明
会
を

四
月
中
に
行
う
予
定
で

す
。
詳
し
い
こ
と
は
名
足

出
張
所
に
お
問
合
せ
下

さ
い
。 

 

「
南
三
陸
商
工
会 

歌
津
支
店
」 

仮
事
務
所
を
現
在
登
米
市

み
や
ぎ
北
上
商
工
会
津
山
支

所
（
〇
二
二
五
‐
六
八
‐
二
四

四
三
）
の
事
務
所
を
お
借
り
し

て
、
窓
口
業
務
を
取
扱
っ
て
お

り
ま
す
。
保
険
関
係
や
ゴ
ミ
袋

の
件
で
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
臨
時
商
工

会
窓
口
に
て
対
応
し
て
い
ま

す
。
ゴ
ミ
袋
は
生
産
ラ
イ
ン
の

故
障
の
た
め
見
通
し
が
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

南
三
陸
商
工
会
電
話
番
号
は

（
〇
八
〇
‐
六
〇
一
〇
‐
四
二
〇
八
） 

① 

歌
津
中
学
校
保
健
室
で

は
、
24
時
間
体
制
で
五

月
八
日
ま
で
奈
良
県
医

師
会
の
皆
様
と
山
梨
大

学
医
学
部
付
属
病
院
（
日

中
）
の
皆
様
が
診
療 

② 

平
成
の
森
で
は
、
横
浜
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
皆
様
が
24
時

間
体
制
で
診
療 

③ 

名
足
保
育
園
で
は
、
午
前

中
の
み
香
川
県
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
皆
様
が
診
療 

④ 

馬
場
中
山
生
活
セ
ン
タ

ー
で
は
、
国
境
な
き
医
師

団
の
皆
様
が
午
前
中
診

療 

⑤ 

大
磯
カ
ネ
サ
ン
倉
庫
で

は
、
国
境
な
き
医
師
団
の

皆
様
が
午
前
中
診
療 

⑥ 

泊
浜
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
香
川
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

皆
様
が
午
後
の
み
診
療 
⑦ 

石
浜
集
会
所
で
は
、
国
境

な
き
医
師
団
の
皆
様
が

午
後
の
み
診
療 

⑧ 

港
親
義
会
館
で
は
、
Ｈ
Ｕ

Ｍ
Ａ
の
皆
様
が
終
日
診

療 

⑨ 

歌
津
つ
つ
じ
苑
で
は
、
Ｈ

Ｕ
Ｍ
Ａ
の
皆
様
が
終
日

診
療 

⑩ 

寄
木
・
韮
の
浜
地
区
で
は
、

長
崎
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
皆
様

が
終
日
診
療 

⑪ 

石
泉
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
は
、
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
の
皆
様

が
終
日
診
療 

⑫ 

鎌
田
医
院
で
は
枡
沢
赤

ひ
げ
に
て
、
水
・
土
曜
日

午
後
、
日
曜
祝
祭
日
を
除

き
毎
日
診
療 

 

以
上
、
十
二
ケ
所
で
私
た
ち

の
健
康
を
守
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
本
当
に
心
強
く

全
国
か
ら
お
い
で
い
た
だ
い

た
医
師
の
皆
様
、
看
護
師
の
皆

様
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

今
回
の
震
災
に
お
い
て
、
歌

津
地
区
内
の
二
ヶ
寺
が
流
失

い
た
し
ま
し
た
。
両
寺
院
壇
信

徒
の
死
者
数
は
四
月
十
日
現

在
で
４２
名
、
火
葬
も
済
ま
せ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
の
推
移
を
見
守
っ

て
い
た
が
四
月
二
十
八
日
で

四
十
九
日
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
両
寺
院
、
町
当
者
と
相
談

の
結
果
下
記
の
と
お
り
合
同

葬
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

【
町
外
集
団
避
難
者
】 

 

四
月
三
日
、
四
月
六
日
に
大

崎
市
鳴
子
、
栗
原
市
延
年
閣
、

登
米
市
へ
１４３
名
避
難
。 

 

【

仮

設

住

宅 

建
設
始
ま
る
】 

 

吉
野
沢
団
地
の
一
角
に
仮

設
住
宅
建
設
工
事
が
着
工
し

ま
し
た
。
な
お
応
急
仮
設
住
宅

申
請
受
付
は
四
月
二
十
一
日

ま
で
建
設
課
又
は
各
避
難
所

に
提
出
し
て
下
さ
い
。 

 

歌
津
地
区
死
者

４７
名 

行
方
不
明
者

６６
名 

各行政区の死者、行方不明者一覧 （表１）

行政区 死 者 数 行方不明者数
上  沢 ２ ０ 
中  在 ２ ３ 
石  泉 １ ０ 
伊里前上 ４ １１ 
伊里前下 ６ １２ 
韮 の 浜 ５ ３ 
寄  木 ０ ２ 
館  浜 ２ ０ 
泊  浜 ４ ５ 
馬  場 ３ ３ 
中  山 １ ３ 
名  足 ５ ７ 
石  浜 ３ ４ 
田 の 浦 ５ １２ 
港 ４ １ 

明治 29年三陸大津波 ７９９名（22%） 人口 3,560名 
昭和８年三陸大津波 ８６名（1.9%） 人口 4,525名 
（４月 15日現在、行政区長聞取り調査による）

会 報 

一 

燈 

すばらしい歌津 

をつくる協議会 

第 １ 号 

４月１７日(日) 

家 屋 被 害   （表２） 

行政区 被害前戸数 流失・全壊・半壊 被害率 
中  在 ２４ ４  
韮 の 浜 ６８ ３５ 51.5% 
寄  木 ４６ ３５ 76.1% 
伊里前上 ２０２ １５０ 74.3% 
伊里前下 ２０８ １０９ 52.4% 
館  浜 ８０ ５２ 65.0% 
泊  浜 １２９ ６２ 48.1 
馬  場 ４８ ４５ 93.8% 
中  山 ５４ ３７ 68.5% 
名  足 １４５ ６０ 41.4% 
石  浜 ６３ １５ 23.8% 
田 の 浦 ９２ ５３ 57.6% 
港 １１１ ３５ 31.5% 

明治 29年三陸大津波 ５１２ ３０６ 60.7% 
昭和８年三陸大津波 ５６７ １５２ 26.8% 
合   計 １，２７０戸 ６９２戸 54.5% 

全国から医療チームが 

被災者の健康を守っています

日時 平成 23年４月 28日(木)  

午前 10時 

場所 伊里前小学校体育館 

主催 津龍院・西光寺 

後援 南三陸町 

津
龍
院
・
西
光
寺
合
同
葬 

四
月
二
十
八
日
に
決
定 



避
難
所
の
今 

 

被
災
か
ら
一
ケ
月
が
過
ぎ
、

未
だ
に
電
気
・
水
道
・
電
話

不
通
の
厳
し
い
条
件
の
中
、

各
集
落
の
集
会
所
や
親
戚
、

友
人
、
知
人
宅
に
身
を
寄
せ

て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

各

避

難

者

の

概

ね

人
数

（
日
々
出
入
り
が
あ
り
確
定

し
た
人
数
の
把
握
が
難
し
い

と
の
こ
と
）
は
次
の
と
お
り
。 

・
歌
津
中
学
校 

 

約
２００
名 

・
歌
津
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
３０
名 

・
平
成
の
森 

 
 
 

２２０
名 

・
名
足
保
育
園 

 
 

８６
名 

・
馬
場
中
山
生
活
セ
ン
タ
ー  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

８０
名 

・
泊
浜
生
活
セ
ン
タ
ー
７９
名 

・
高
倉
荘 

 
 
 
 

10
名 

・
泊
崎
荘 

 
 
 
 

１０
名 

・
大
磯
カ
ネ
サ
ン
倉
庫
１４
名 

・
石
浜
集
会
所 

 
 

３７
名 

・
港
親
義
会
館 

 
 

３５
名 

・
韮
の
浜
荘 

 
 
 

２０
名 

・
石
泉
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

４０
名 

・
上
沢
集
会
所 

 
 

１０
名 

・
中
在
集
会
所 

 
 

４
名 

・
払
川
集
会
所 

 
 

５
名 

・
樋
の
口
集
会
所 

 

７
名 

   

こ
の
外
、
親
戚
や
友
人
、

知
人
宅
に
避
難
し
て
い
る
行

政
区
の
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

・
払
川
地
区 

 
 
 

１
世
帯 
 
 

２
名 

・
上
沢
地
区 

 
 
 

８
世
帯 
 

36
名 

・
樋
の
口
地
区 
 
 
 

８
世
帯 

 

４０
名 

・
中
在
地
区 

 
 
 

５
世
帯 

 

２２
名 

・
韮
の
浜
地
区 

 
 
 

２
世
帯 

 

９
名 

・
寄
木
地
区 

 
 
 

７
世
帯 

 

38
名 

・
伊
里
前
地
区 

 
 
 

１２
世
帯 

 

６０
名 

・
館
浜
地
区 

 
 

13
世
帯 

 

147
名 
・
泊
浜
地
区 

 
 

9
世
帯 

 

１３５
名 

・
馬
場
中
山
地
区 

 

生
活
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
保
冷
車
等

や
残
っ
た
４
世
帯
に
３０
名 

・
名
足
地
区 

２７
世
帯 

 
 

８２
名 

・
石
浜
地
区 

 
 
 

９
世
帯 

 

２０
名 

・
田
の
浦
地
区 

 
 
 

５
世
帯 

 

３０
名 

・
港
地
区 

 
 
 

１６
世
帯 

 

７０
名 

  

〈
人
事
異
動
〉 

支
所
長
兼
地
域
生
活
課
長 

 
 
 
 
 
 
 

阿
部
敏
克 

係 

長 
 
 
 

西
城
庄
一 

主 

事 
 
 

小
野
寺
大
樹 

町
民
福
祉
課
兼
名
足
保
育
園

長 
 
 
 
 
 

小
野
三
男 

生
活
福
祉
係
長 

及
川
幸
子 

主 

査 
 
 
 

菅
原
信
男 

主 

査 
 
 
 

畠
山
洋
子 

主 

事 
 
 
 

阿
部
由
紀 

保
健
師 

 
 
 

阿
部
和
美 

・
歌
津
公
民
館 

館 

長 
 
 
 

千
葉
和
之 

社
教
主
事 

 
 

大
森
隆
一 

 

 

武
道
で
は
、
勝
負
に
負
け

た
時
、
相
手
に
対
し
て
尊
敬

の
念
を
込
め
て
「
参
り
ま
し

た
」
と
い
う
。
神
仏
に
対
し

て
も
畏
敬
の
念
を
持
っ
て

「
お
参
り
」
を
し
、
手
を
合

わ
せ
る
。 

 

古
来
、
山
川
草
木
を
神
と

し
て
崇
拝
し
、
自
然
に
生
か

さ
れ
て
い
る
と
い
う
精
神
文

化
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
き

た
は
ず
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
今
回
の
大
震
災
で

あ
る
が
、
い
か
に
人
間
の
力

な
ど
た
い
し
た
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
見
せ
つ
け

ら
れ
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

ガ
レ
キ
の
山
と
化
し
た
。
あ

然
と
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

「
参
り
ま
し
た
」
の
一
語
に

尽
き
る
。
自
然
は
謙
虚
た
れ

と
厳
し
く
灸
を
据
え
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
も
千
年

に
一
度
の
厳
し
さ
を
持
っ
て
。 

 

大
震
災
か
ら
一
ケ
月
が
た

ち
、
被
災
者
た
ち
は
世
界
中

の
人
々
の
ご
支
援
で
夢
中
で

日
々
を
過
ご
し
て
き
た
。
歌

津
地
区
で
何
が
ど
う
起
き
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ど

こ
へ
行
く
の
か
不
安
の
中
で

正
し
い
情
報
を
求
め
て
い
た

よ
う
に
思
う
。 

情
報
の
共
有
化
を
図
る
た
め

歌
津
地
区
の
代
表
者
や
区
長
、

団
体
長
で
構
成
す
る
「
す
ば

ら
し
い
歌
津
を
つ
く
る
協
議

会
」
で
「
会
報
一
燈
」
が
「
復

興
」
へ
の
一
筋
の
光
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。 

参
っ
た 

参
っ
た 

②韮の浜集落 

⑮田の浦漁港 

①中在供養敷から田表 ④国道 45 号線三浦石油付近から
伊里前市街地 

⑤伊里前商店街 ⑥館浜県道から津龍院方面 ⑦管の浜 

⑯港地区 

③寄木水門 

⑭石浜湾を望む ⑬名足かどや商店の骨材が

残っている 

⑧稲渕千葉一成宅前付近県

道から 

⑨長須賀海岸県道泊崎半島線 ⑪馬場 大勢丸附近から ⑩泊集落 
⑫名足・中山 


